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題 

品
詞
分
解
と
現
代
語
訳 

大
問
二
七
（
出
典
：『
大
鏡
』） 

◎
品
詞
分
解
（
名
詞
は
基
本
的
に
非
表
示
。
非
活
用
語
は
基
本
的
に
初
出
の
み
。
同
色
の
助
詞
は
同
内
容
を
示
す
。） 

ひ
と
と
せ
、
入
道
殿

の

格
助
（
主
格
）

、
大
井
川
に格

助

逍
遥
せ

サ

変

・

未

さ

せ

尊
（
作→

入
道
）

給

ひ

尊
（
作→

入
道
）

し
過
去
・
体

に

接
助
（
偶
然
）

、
作
文

の

格
助
（
体
修
）

船
、
管
弦
の
船
、
和
歌
の
船
と格

助

分
か
た

タ

四

・

未

せ

尊
（
作→

入
道
）

給

ひ

尊
（
作→

入
道
）

て接
助

、
そ
の
道
に
堪
へ

ハ
下
二
・
用

た
る

存
続
・
体

人
々
を格

助

乗
せ

サ
下
二
・
用

さ

せ

尊
（
作→

入
道
）

給

ひ

尊
（
作→

入
道
）

し
過
去
・
体

に

接
助
（
逆
確
）

、
こ
の
大
納
言
殿
の

参

り

謙
（
作→

入
道
）

給

へ

尊
（
作→

大
納
言
）

る
完
了
・
体

を

接
助
（
順
確
）

、
入
道
殿
、
「
か
の
大
納
言
い
づ
れ
の
船
に
か係

助

乗
ら

ラ
四
・
未

る

尊
（
作→

大
納
言
）

べ
き

適
当
・
体

」
と
の
た
ま
は
す
れ

尊

（

作

→

入

道

）

ば

接
助
（
偶
然
）

、
「
和
歌
の
船
に
乗
り

ラ
四
・
用

侍

ら

丁
（
作→

入
道
）

む
意
志
・
終

」
と
の
た
ま
ひ

尊
（
作→

大
納
言
）

て
、
詠
み

マ
四
・
用

給

へ

尊
（
作→

大
納
言
）

る
完
了
・
体

ぞ係
助

か
し

終

助

。 

 
 

を
ぐ
ら
山
あ
ら
し
（
※
１
）
の
風

の

格
助
（
主
格
）

寒
け
れ

ク

・

已

ば

接
助
（
順
確
）

も
み
ぢ
の
錦

着
カ
上
一
・
未

ぬ
打
消
・
体

人
ぞ係

助

な
き

ク

・

体 

申
し
受
け

カ

下

二

・

用

給

へ

尊
（
作→

大
納
言
）

る
完
了
・
体

か
ひ
あ
り

ラ
変
・
用

て
、
あ
そ
ば
し

尊
（
作→

大
納
言
）

た
り

完
了
・
終

な終
助

。

御

尊
（
作→

大
納
言
）

み
づ
か
ら
も係

助

の
た
ま
ふ

尊
（
作→

大
納
言
）

な
る

伝
聞
・
体

は係
助

、「
作
文
の
船
に
ぞ係

助

乗
る

ラ
四
・
終

べ
か
り

適

当

・

用

け
る

詠
嘆
・
体

。
さ
て
か
ば
か
り

副

助

の
詩
を
作
り

ラ
四
・
用

た
ら

完
了
・
未

ま
し
か

反
実
仮
想
・
未

ば

接
助
（
順
仮
）

、
名

の

格
助
（
主
格
）

上
が
ら

ラ

四

・

未

む
婉
曲
・
体

こ
と
も係

助

ま
さ
り

ラ

四

・

用

な
完
了
・
未

ま

し

反
実
仮
想
・
終

。

口
惜
し
か
り

シ

ク

・

用

け
る

過
去
・
体

わ
ざ
か
な

終

助

。
さ
て
も係

助

殿

の

格
助
（
主
格
）

『
い
づ
れ
に
か係

助

と
思
ふ

ハ
四
・
終

（
※
２
）』
と
の
た
ま
は
せ

尊
（
大
納
言→

入
道
）

し
過
去
・
体

に
な
む

係

助

、
我
な
が
ら

副

心
驕

り

せ
サ
変
・
未

ら
れ

自
発
・
用

し
過
去
・
体

」
と
の
た
ま
ふ

尊
（
作→

大
納
言
）

な
る

伝
聞
・
体

。
一
事

の

格
助
（
主
格
）

す
ぐ
る
る

ラ

下

二

・

体

だ
に

副

助

あ
る

ラ
変
・
体

に
（
※
３
）、
ま
し
て

副

か
く

副

い
づ
れ
の
道
に
も係

助

抜
け

カ
下
二
・
用

出
で

ダ
下
二
・
用

給

ひ

尊
（
作→

大
納
言
）

け

む

過
去
婉
曲
・
体

（
※
４
）
は係

助

、
古
も係

助

侍

ら

丁
（
作→

読
）

（
※
５
）

ぬ
打
消
・
体

こ
と
な
り

断
定
・
用

。 

※
１
：「
嵐
山
」
と
「
荒
し
」
の
掛
詞
。 

※
２
：
先
の
「
か
の
大
納
言
い
づ
れ
の
船
に
か
乗
ら
る
べ
き
」
を
指
す
。「
に
か
」
の
後
に
「
乗
ら
る
べ
き
」
を
補
う
。 

※
３
：「
～
だ
に
あ
る
に
」
は
「
～
で
さ
え･･･

で
あ
る
の
に
」
と
訳
す
。「
あ
る
」
は
代
動
詞
な
の
で
適
宜
形
容
詞
や
形
容
動
詞
を 

補
う
。
今
回
は
「
稀
な
り
」
を
補
う
と
よ
い
。 

※
４
：「
抜
け
出
で
給
ふ
け
む
（
人
）
は
」
と
補
う
べ
き
な
の
で
「
過
去
の
婉
曲
」
で
解
釈
し
、
連
体
形
と
す
る
。 

※
５
：『
大
鏡
』
は
語
り
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
厳
密
に
い
え
ば
敬
意
の
方
向
は
「
語
り
手→

聞
き
手
」
で
あ
る
。 

 ◎
現
代
語
訳
（
『
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ノ
ー
ト
３
０ 

古
典
文
法
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
参
照
） 


